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国

出資

出資

出資

円高対応緊急ファシリティー （8月24日発表）

出資

中小企業の輸出等の支援
資源ｴﾈﾙｷﾞーの確保・開発の促進

出資
（買収）

日本企業

邦銀

出資

融資
（円投）

産革

 

機構 ＪＢＩＣ

外為特会

出資
（円投）

融資

出資
（円投）

邦銀 商社等ＮＥＸＩ

保証

保険
融資 出

資
（円
投
）

融資
（円投）

融資

融
資
（円
投
）

中小企業の輸出等の支援

融資
(クレジット

 

ライン)

M&Aの促進
-邦銀へのクレジットライン供与-

-産業革新機構との連携-

海外企業

 

資源エネルギー案件

 円高進行により打撃を受けた

中小企業の輸出拡大の取り組み

を支援するため、ＪＢＩＣが邦銀等

との共同出資により、中小企業の

輸出や海外事業等を支援する

ファンドを設立。

 中小企業の融資資金ニーズに、

ＪＢＩＣが民間との協調融資で積極

的に対応。

○

 

JBICは、案件に関する

相談を受付中。

○

 

外為特会とJBICの外貨

融資契約

 

：

 

9月2日に締結

○

 

JBICと邦銀のクレジットラ

イン契約

 

：

 

10月5日に締結

（メガ３行

 

合計430億ドル）

○

 

JBICは、２件の個別融資

契約（資源案件）を調印：

11月14日

進捗状況【目的】

・

 

急激な円高の進行に対し、民間円資金の外貨への転換（いわゆる円投）の促進による、為替相場の安定化

・

 

長期的な国富の増大

【基本枠組】

・

 

外為特会のドル資金を、国際協力銀行(JBIC)を経由して活用

・

 

公的部門によるリスクマネーの供給・政策融資

⇒

 

①日本企業による海外企業の買収、②資源・エネルギーの確保、

 

などの促進

⇒

 

民間部門の円投の呼び水とする

【金額等】

・

 

政策融資の財源として、外為特会からJBICに対し、最大1,000億ドルを融通

・

 

JBICから合計1,500億円規模を出資

【期間】

・

 

1年間の時限措置

ＪＯＧＭＥＣ

迅速性
ノウハウの活用

優先株・

劣後債の

積極活用

「円高への総合的対応策」により、JBICへの

融資枠を約2兆円追加し、10兆円規模に拡大

（10月21日

 

閣議決定）



円高対応緊急ファシリティの進捗状況

 
～外為特会のドル資金を活用～

１．

 
11月14日、具体的案件として、以下の資源２案件の融資契約を調印。

①

 
パプアニューギニア 液化天然ガス（ＬＮＧ）案件

・

 
丸紅によるＬＮＧ権益の取得を支援

・

 
米エクソンモービル、豪サントス、日鉱日石等と共同で、ガス田の開発や液化プラント
の建設等を行い、ＬＮＧを生産するプロジェクトを通じ、丸紅がＬＮＧ権益を取得するた
めに必要な資金を融資

・

 
ＪＢＩＣ融資額：1.7億ドル

②

 
豪州 液化天然ガス（ＬＮＧ）案件

・

 
九州電力によるＬＮＧ権益の取得を支援

・

 
米シェブロン、英蘭シェル等と共同で、沖合ガス田を開発し、ＬＮＧを生産するプロジェ
クトを通じ、九州電力がＬＮＧ権益を取得するために必要な資金を融資

・

 
ＪＢＩＣ融資額：4.0億ドル

２．

 
海外企業買収支援のための邦銀クレジットラインの設定

○

 
より迅速な融資実行を可能とするため、ＪＢＩＣと邦銀の間でクレジットライン（包括的
な与信枠）を設定

○

 
旺盛な需要見込みを背景に、メガ３行に対し、既に430億ドルを設定
＜内訳＞ 三菱東京ＵＦＪ銀行：150億ドル

三井住友銀行：140億ドル
みずほコーポレート銀行：140億ドル
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